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とる事により,また, Tl はエコーディケータイムT2により決めたo エコーディケ-が折れ
曲るため,便宜上強度が e~1になる時間をもってT2としたo
Mn濃度 12.5%以上の合金は低温で SG状態にあると考えられる.そこでSG状態 と強磁
性との比較のため, 10%と157ToMnの試料を選んで測定した.
図 1と2にその結果を示す｡
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